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(57)【要約】
【課題】低電力表示モードにおいて、直流電源発生器の
代わりに駆動集積回路から高電圧と低電圧を供給して有
機電界発光表示パネルを動作させ、低電力表示モードで
あるときに直流電源発生器を用いて発生される不必要な
待機電力の消耗を除去することにある。
【解決手段】第１電源として第１高電圧ＥＬＶＤＤ１お
よび第１低電圧ＥＬＶＳＳ１を供給する第１電源供給部
１４０と、第２電源として第２高電圧ＥＬＶＤＤ２およ
び第２低電圧ＥＬＶＳＳ２を供給する第２電源供給部１
５０と、標準表示モードには、第１電源供給部１４０か
ら第１電源が供給され、低電力表示モードでは前記第２
電源供給部１５０から第２電源が供給される有機電界発
光表示パネル１３０と、を含む有機電界発光表示装置。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１電源として第１高電圧および第１低電圧を供給する第１電源供給部と、
　第２電源として第２高電圧および第２低電圧を供給する第２電源供給部と、
　標準表示モードには、前記第１電源供給部から前記第１電源が供給され、低電力表示モ
ードでは前記第２電源供給部から前記第２電源が供給される有機電界発光表示パネルと、
　を含むことを特徴とする有機電界発光表示装置。
【請求項２】
　前記第１電源供給部と前記有機電界発光表示パネルとの間に第１高電圧が印加されるこ
とを遮断する第１スイッチング素子と、
　前記第１電源供給部と前記有機電界発光表示パネルとの間に第１低電圧が印加されるこ
とを遮断する第２スイッチング素子と、
　をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項３】
　前記第１スイッチング素子と前記第２スイッチング素子のオン／オフを制御する信号は
、前記第２電源供給部から印加されることを特徴とする請求項２に記載の有機電界発光表
示装置。
【請求項４】
　前記第２電源供給部から印加される前記第２電源である第２高電圧と第２低電圧の差は
、前記第１電源供給部から印加される前記第１電源である第１高電圧と第１低電圧の差よ
り小さいことを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項５】
　前記第２電源供給部は、前記有機電界発光表示パネルの表示モードが前記標準表示モー
ドであるか、または前記低電力表示モードであるかを判断するモード判断部と、
　前記モード判断部によって前記標準表示モードに判断される場合は前記第１電源供給部
を動作させ、低電力表示モードに判断される場合は前記第２電源供給部を動作させる電源
制御部と、
　前記電源制御部の制御によって初期電源が印加されて前記第２電源を生成する電源生成
部と、
　を含むことを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項６】
　前記電源制御部は、前記第１電源供給部を動作させるとき場合には前記第２電源供給部
の動作を停止させ、前記第２電源供給部を動作させるとき場合には前記第１電源供給部の
動作を停止させることを特徴とする請求項５に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項７】
　前記電源生成部は、前記印加された初期電源を昇圧して前記第２高電圧を出力する昇圧
部と、
　前記印加された初期電源を減圧して前記第２低電圧を出力する減圧部と、
　を含んでなることを特徴とする請求項５に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項８】
　前記第２電源供給部は、前記第２高電圧が印加されて前記有機電界発光表示パネルに出
力される映像のガンマ値を補正するガンマ補正部をさらに含んでなることを特徴とする請
求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項９】
　前記第２低電圧は、前記有機電界発光表示パネルの画素に印加されて画素の容量性素子
に保存された電圧を初期化させる初期化電圧であることを特徴とする請求項１に記載の有
機電界発光表示装置。
【請求項１０】
　前記第２低電圧は、前記有機電界発光表示パネルに印加される接地電圧を用いることを
特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
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【請求項１１】
　前記第２電源供給部は、前記有機電界発光表示パネルと同一な基板に形成されることを
特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１２】
　有機電界発光表示パネルの現在のフレームの表示モードが直前のフレームの表示モード
と同一であるかを比べる表示モード比較段階と、
　前記表示モードが変更された場合、標準表示モードから低電力表示モードに変更された
か、または低電力表示モードから標準表示モードに変更されたかを判断する表示モード判
断段階と、
　前記表示モード判断段階で前記標準表示モードから前記低電力表示モードに変更される
場合、前記表示モード判断段階の後に前記有機電界発光表示パネルに第２電源を供給する
ために第２電源供給部の電源生成部をターンオンさせる第２電源供給段階と、
　前記有機電界発光表示パネルに第１電源の供給を遮断するために第１電源供給部と第１
スイッチング素子及び第２スイッチング素子をターンオフさせる第１電源遮断段階と、
　を含むことを特徴とする有機電界発光表示装置の電源供給方法。
【請求項１３】
　前記第２電源供給段階は、前記第２電源供給部の前記電源生成部に第２イネーブル信号
を印加し、前記電源生成部をターンオンさせることを特徴とする請求項１２に記載の有機
電界発光表示装置の電源供給方法。
【請求項１４】
　前記第１電源遮断段階は、前記第１電源供給部をターンオフさせる第１電源供給部オフ
段階と、
　前記第１スイッチング素子と前記第２スイッチング素子にスイッチング信号を印加して
前記第１スイッチング素子と前記第２スイッチング素子をターンオフさせるスイッチング
素子オフ段階と、
　を含むことを特徴とする請求項１２に記載の有機電界発光表示装置の電源供給方法。
【請求項１５】
　前記スイッチング素子オフ段階は、前記第１電源供給部オフ段階の後に一フレームのデ
ータ信号が前記有機電界発光表示パネルに印加された後に進行されることを特徴とする請
求項１４に記載の有機電界発光表示装置の電源供給方法。
【請求項１６】
　前記一フレームのデータ信号は、ブラック映像のデータ信号であることを特徴とする請
求項１５に記載の有機電界発光表示装置の電源供給方法。
【請求項１７】
　前記第２電源供給段階と前記第１電源遮断段階は、前記有機電界発光表示装置に同期信
号が印加され、前記有機電界発光表示パネルにデータ信号が印加される期間以外の期間に
行われることを特徴とする請求項１２に記載の有機電界発光表示装置の電源供給方法。
【請求項１８】
　前記表示モード判断段階で、前記低電力表示モードから前記標準表示モードに変更され
る場合、前記表示モード判断段階以後に前記有機電界発光表示パネルに第１電源を供給す
るために第１電源供給部をターンオンさせる第１電源供給段階と、
　前記有機電界発光表示パネルに第２電源が供給されることを遮断するために第２電源供
給部の電源生成部をターンオフさせる第２電源遮断段階と、
　を含むことを特徴とする請求項１２に記載の有機電界発光表示装置の電源供給方法。
【請求項１９】
　前記第１電源供給段階は、前記第１電源供給部に第１イネーブル信号を印加し、前記第
１電源供給部をターンオンさせる第１電源供給部オン段階と、
　前記第１スイッチング素子と前記第２スイッチング素子にスイッチング信号を印加して
前記第１スイッチング素子と前記第２スイッチング素子をターンオンさせるスイッチング
素子オン段階と、
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　を含むことを特徴とする請求項１８に記載の有機電界発光表示装置の電源供給方法。
【請求項２０】
　前記スイッチング素子オン段階は、前記第１電源供給部オン段階の後に一フレームのデ
ータ信号が前記有機電界発光表示装置に印加された後に行われることを特徴とする請求項
１９に記載の有機電界発光表示装置の電源供給方法。
【請求項２１】
　前記一フレームのデータ信号は、ブラック映像のデータ信号であることを特徴とする請
求項２０に記載の有機電界発光表示装置の電源供給方法。
【請求項２２】
　前記第１電源供給段階と前記第２電源遮断段階は、前記有機電界発光表示装置に同期信
号が印加され、前記有機電界発光表示パネルにデータ信号が印加される期間以外の期間に
行われることを特徴とする請求項１８に記載の有機電界発光表示装置の電源供給方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機電界発光表示装置及びその電源供給方法に関し、より詳しくは、低電力
表示モードにおいて、直流電源発生器の代わりに駆動集積回路から高電圧（ＥＬＶＤＤ）
と低電圧（ＥＬＶＳＳ）を供給して有機電界発光表示パネルを動作させる有機電界発光表
示装置及びその電源供給方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　有機電界発光表示装置は、蛍光性または燐光性有機化合物を電気的に励起させて発光す
る表示装置として、Ｎ×Ｍ個の有機電界発光素子を駆動して映像を表示する。このような
有機電界発光素子は、アノード（ＩＴＯ）、有機薄膜、カソード（Ｍｅｔａｌ）の構造を
備える。有機薄膜は、電子と正孔との結合を介して光を発光する発光層（ＥＭｉｔｔｉｎ
ｇ　Ｌａｙｅｒ：ＥＭＬ）、電子を輸送する電子輸送層（Ｅｌｅｃｔｒｏｎ　Ｔｒａｎｓ
ｐｏｒｔ　Ｌａｙｅｒ：ＥＴＬ）、及び正孔を輸送する正孔輸送層（Ｈｏｌｅ　Ｔｒａｎ
ｓｐｏｒｔ　Ｌａｙｅｒ：ＨＴＬ）を含む多層構造から構成され、また別途の電子を注入
する電子注入層（Ｅｌｅｃｔｒｏｎ　Ｉｎｊｅｃｔｉｎｇ　Ｌａｙｅｒ：ＥＩＬ）及び正
孔を注入する正孔注入層（Ｈｏｌｅ　Ｉｎｊｅｃｔｉｎｇ　ＬａｙｅｒＨＩＬ）を含む。
【０００３】
　最近では、陰極線管に比べて重さと体積が小さな各種の発光表示装置が開発されており
、特に発光効率、輝度及び視野角が優れて応答速度が早い有機電界発光表示装置が注目さ
れている。このような有機電界発光表示装置は、パーソナルコンピューター、携帯電話機
、ＰＤＡなどの携帯情報端末機などの表示装置、または各種情報機器の表示装置として用
いられている。
【０００４】
　このような有機電界発光表示装置は、駆動回路及び画像を表示するパネルと前記パネル
を制御する制御部及び前記パネルに直流電源を印加する直流電源発生器などが備えられる
。
【０００５】
　前記有機電界発光表示装置の直流電源発生器は、初期入力電源としてバッテリーなどの
低電圧を用いるため、入力電源より高い有機電界発光素子を発光させる電圧を生成するた
めにはこの初期電源を所望電圧に変換させなければならない。すなわち、有機電界発光素
子を発光させるためには、高電圧（ＥＬＶＤＤ）と低電圧（ＥＬＶＳＳ）を同時に生成す
る構造を有しなければならなく、このような高電圧（ＥＬＶＤＤ）と低電圧（ＥＬＶＳＳ
）を生成するための直流電源発生器は複数の素子で構成されることによって電力消費量が
増加する。また、直流電源発生器は、待機電力（ｑｕｉｅｓｃｅｎｔ　ｃｕｒｒｅｎｔ）
が大きいので、有機電界発光表示パネルが低電力表示モードで動作するときはパネルに印
加される電力より待機電力による電力消費が大きいという問題点がある。
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、従来の問題点を解決するためになされたものであって、その目的は、低電力
表示モードにおいて、直流電源発生器の代わりに駆動集積回路から供給される高電圧（Ｅ
ＬＶＤＤ）と低電圧（ＥＬＶＳＳ）で有機電界発光表示パネルを動作させて、低電力表示
モードのときに直流電源発生器を用いて発生される不必要な待機電力の消耗を除去するこ
とができる有機電界発光表示装置及びその電源供給方法を提供することにある。
【０００７】
　また、本発明の他の目的は、低電力表示モードで駆動集積回路から生成された既存の電
圧である初期化電圧、接地及びガンマ補正部に印加される電圧などを有機電界発光表示パ
ネルを駆動する高電圧（ＥＬＶＤＤ）と低電圧（ＥＬＶＳＳ）に用いることによって、駆
動集積回路に別途のチャージポンプを追加せず、低電力表示モードに有機電界発光表示パ
ネルを駆動することができる有機電界発光表示装置及びその電源供給方法を提供すること
にある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述の目的を達成するために本発明による有機電界発光表示装置は、第１電源として第
１高電圧および第１低電圧を供給する第１電源供給部と、第２電源として第２高電圧およ
び第２低電圧を供給する第２電源供給部と、標準表示モードには、前記第１電源供給部か
ら第１電源が供給され、低電力表示モードでは前記第２電源供給部から第２電源が供給さ
れる有機電界発光表示パネルとを含むことができる。
【０００９】
　また、前記第１電源供給部と前記有機電界発光表示パネルとの間に第１高電圧が印加さ
れることを遮断する第１スイッチング素子及び前記第１電源供給部と前記有機電界発光表
示パネルとの間に第１低電圧が印加されることを遮断する第２スイッチング素子をさらに
含むことができる。
【００１０】
　さらに、前記第１スイッチング素子と前記第２スイッチング素子とのオン／オフを制御
する信号は、前記第２電源供給部から印加されることができる。
【００１１】
　前記第２電源供給部から印加される前記第２電源である第２高電圧と第２低電圧の差は
、前記第１電源供給部から印加される前記第１電源である第１高電圧と第１低電圧の差よ
り小さくすることもできる。
【００１２】
　前記第２電源供給部は、前記有機電界発光表示パネルの表示モードが前記標準表示モー
ドであるか、または前記低電力表示モードであるかを判断するモード判断部と、前記モー
ド判断部によって前記標準表示モードに判断される場合は前記第１電源供給部を動作させ
、低電力表示モードに判断される場合は前記第２電源供給部を動作させる電源制御部と、
前記電源制御部の制御によって初期電源が印加されて前記第２電源を生成する電源生成部
とを含むことができる。
【００１３】
　前記電源制御部は、前記第１電源供給部を動作させるとき、前記第２電源供給部の動作
を停止させ、前記第２電源供給部を動作させるとき、前記第１電源供給部の動作を停止さ
せることができる。
【００１４】
　前記電源生成部は、前記印加された初期電源を昇圧して前記第２高電圧を出力する昇圧
部と、前記印加された初期電源を減圧して前記第２低電圧を出力する減圧部とを含むこと
ができる。
【００１５】
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　前記第２電源供給部は、前記第２高電圧が印加されて前記有機電界発光表示パネルに出
力される映像のガンマ値を補正するガンマ補正部をさらに含むことができる。
【００１６】
　前記第２低電圧は、前記有機電界発光表示パネルの画素に印加されて画素の容量性素子
に保存された電圧を初期化させる初期化電圧であることができる。
【００１７】
　前記第２低電圧は、前記有機電界発光表示パネルに印加される接地電圧を用いることが
できる。
【００１８】
　前記第２電源供給部は、前記有機電界発光表示パネルと同一な基板に形成されることを
特徴とする。
【００１９】
　有機電界発光表示パネルの現在の表示モードが直前のフレームの表示モードと同一であ
るかどうかを比べる表示モード比較段階と、前記表示モードが変更された場合、標準表示
モードから低電力表示モードに変更されたか、または低電力表示モードから標準表示モー
ドに変更されたかどうかを判断する表示モード判断段階と、前記表示モード判断段階で前
記標準表示モードから前記低電力表示モードに変更されば、前記表示モード判断段階の後
に前記有機電界発光表示パネルに第２電源を供給するために第２電源供給部の電源生成部
をターンオンさせる第２電源供給段階と、前記有機電界発光表示パネルに第１電源の供給
を遮断するために第１電源供給部と、第１スイッチング素子及び第２スイッチング素子を
ターンオフさせる第１電源遮断段階とを含むことができる。
【００２０】
　前記第２電源供給段階は、前記第２電源供給部の前記電源生成部に第２イネーブル信号
を印加し、前記電源生成部をターンオンさせることを特徴とする。
【００２１】
　前記第１電源遮断段階は、前記第１電源供給部をターンオフさせる第１電源供給部オフ
段階と、前記第１スイッチング素子と前記第２スイッチング素子にスイッチング信号を印
加して前記第１スイッチング素子と前記第２スイッチング素子をターンオフさせるスイッ
チング素子オフ段階とを含むことができる。
【００２２】
　前記スイッチング素子オフ段階は、前記第１電源供給部オフ段階の後に一フレームのデ
ータ信号が前記有機電界発光表示パネルに印加された後に行われることができる。
【００２３】
　前記一フレームのデータ信号は、ブラック映像のデータ信号であることができる。
【００２４】
　前記第２電源供給段階と前記第１電源遮断段階は、前記有機電界発光表示装置に同期信
号が印加され、前記有機電界発光表示パネルにデータ信号が印加される期間以外の期間に
行われることができる。
【００２５】
　前記表示モード判断段階で、前記低電力表示モードから前記標準表示モードに変更され
ば、前記表示モード判断段階以後に前記有機電界発光表示パネルに第１電源を供給するた
めに第１電源供給部をターンオンさせる第１電源供給段階及び前記有機電界発光表示パネ
ルに第２電源が供給されることを遮断するために第２電源供給部の電源生成部をターンオ
フさせる第２電源遮断段階を含むことができる。
【００２６】
　前記第１電源供給段階は、前記第１電源供給部に第１イネーブル信号を印加し、前記第
１電源供給部をターンオンさせる第１電源供給部オン段階と、前記第１スイッチング素子
と前記第２スイッチング素子にスイッチング信号を印加して前記第１スイッチング素子と
前記第２スイッチング素子をターンオンさせるスイッチング素子オン段階とを含むことが
できる。
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【００２７】
　前記スイッチング素子オン段階は、前記第１電源供給部オン段階以後に一フレームのデ
ータ信号が前記有機電界発光表示装置に印加された後に行われることができる。
【００２８】
　前記第１電源供給段階と前記第２電源遮断段階は、前記有機電界発光表示装置に同期信
号が印加され、前記有機電界発光表示パネルにデータ信号が印加される期間以外の期間に
行われることができる。
【発明の効果】
【００２９】
　本発明の有機電界発光表示装置及びその電源供給方法によれば、低電力表示モードにお
いて直流電源発生器の代わりに駆動集積回路を用いて画素が発光するための電圧である高
電圧（ＥＬＶＤＤ）と低電圧（ＥＬＶＳＳ）を有機電界発光表示パネルに印加することで
、低電力表示モードであるときに直流電源発生器を用いて発生される不必要な待機電力の
消耗を除去することができる。
【００３０】
　また、本発明の有機電界発光表示装置及びその電源供給方法によれば、低電力表示モー
ドにおいて駆動集積回路から生成された既存の電圧である初期化電圧、接地及びガンマ補
正部に印加される電圧などを有機電界発光表示パネルを駆動する高電圧（ＥＬＶＤＤ）と
低電圧（ＥＬＶＳＳ）に用いることによって、駆動集積回路に別途のチャージポンプを追
加せず、低電力表示モードで有機電界発光表示パネルを駆動することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３１】
　以下、本発明の属する技術分野の通常の知識を有する者が容易に実施できるように、本
発明の実施形態について図面を参照して説明する。
【００３２】
　ここで、本発明の実施形態において、類似の構成及び動作を有する部分について同様な
図面符号を付けた。また、いずれかの部分が他の部分と電気的に連結（ｅｌｅｃｔｒｉｃ
ａｌｌｙ　ｃｏｕｐｌｅｄ）されていることは、直接的に連結されている場合のみならず
、その中間に他の素子を間に置いて連結されている場合も含む。
【００３３】
　図１には、本発明の実施形態による有機電界発光表示装置の基本構成を示すブロック図
が示されている。
【００３４】
　図１に示すように、有機電界発光表示装置１００は、走査駆動部１１０、データ駆動部
１２０及び有機電界発光表示パネル（以下、「パネル」と称する）１３０を含むことがで
きる。また、有機電界発光表示装置１００は、電源供給部１４０，１５０（図３参照）を
さらに含むことができ、電源供給部１４０，１５０については、図３を用いて後述する。
【００３５】
　走査駆動部１１０は、走査線（Ｓｃａｎ［１］、Ｓｃａｎ［２］、…、Ｓｃａｎ［ｎ］
）を介してパネル１３０に走査信号を順次に供給することができる。
【００３６】
　データ駆動部１２０は、データ線（Ｄａｔａ［１］、Ｄａｔａ［２］、…、Ｄａｔａ［
ｍ］）を介してパネル１３０にデータ信号を供給することができる。
【００３７】
　パネル１３０は、行方向に配列されている複数の走査線（Ｓｃａｎ［１］、Ｓｃａｎ［
２］、…、Ｓｃａｎ［ｎ］）と、列方向に配列される複数のデータ線（Ｄａｔａ［１］、
Ｄａｔａ［２］、…、Ｄａｔａ［ｍ］）と、複数の走査線（Ｓｃａｎ［１］、Ｓｃａｎ［
２］、…、Ｓｃａｎ［ｎ］）及びデータ線（Ｄａｔａ［１］、Ｄａｔａ［２］、…、Ｄａ
ｔａ［ｍ］）によって定義される画素回路（Ｐｉｘｅｌ）１３１を含むことができる。
【００３８】
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　ここで、画素回路１３１は、隣り合う２つの走査線と隣り合う２つのデータ線によって
定義される画素領域に形成できる。上述のように走査線（Ｓｃａｎ［１］、Ｓｃａｎ［２
］、…、Ｓｃａｎ［ｎ］）には、走査駆動部１１０から走査信号が供給され、データ線（
Ｄａｔａ［１］、Ｄａｔａ［２］、…、Ｄａｔａ［ｍ］）にはデータ駆動部１２０からデ
ータ信号が供給される。
【００３９】
　図２には、図１の有機電界発光表示装置１００の画素回路１３１が示されている。以下
で説明する画素回路は、図１に図示された有機電界発光表示装置１００に含まれる複数の
画素回路のうち１つの画素回路（Ｐｉｘｅｌ）を意味する。
【００４０】
　図２に示すように、本発明による有機電界発光表示装置１００の画素回路１３１は、第
１走査線（Ｓｃａｎ［ｎ］）、第２走査線（Ｓｃａｎ［ｎ－１］）、データ線（Ｄａｔａ
［ｍ］）、高電圧線（ＥＬＶＤＤ）、低電圧線（ＥＬＶＳＳ）、初期化線（Ｖｉｎｉｔ）
、第１スイッチングトランジスタＳ１、第２スイッチングトランジスタＳ２、駆動トラン
ジスタＭ１、容量性素子Ｃ１及び有機電界発光素子（ＯＬＥＤ）を含むことができる。
【００４１】
　第１走査線（Ｓｃａｎ［ｎ］）は、発光させようとする有機電界発光素子（ＯＬＥＤ）
を選択する走査信号を第１スイッチングトランジスタＳ１の制御電極に供給する役割を有
する。このような第１走査線（Ｓｃａｎ［ｎ］）は、走査信号を生成する走査駆動部１１
０（図１参照）に電気的に連結される。
【００４２】
　第２走査線（Ｓｃａｎ［ｎ－１］）は、第１走査線（Ｓｃａｎ［ｎ］）より先に選択さ
れるｎ－１番目の走査線を共通に連結して利用するということで、Ｓｃａｎ［ｎ－１］と
表示した。第２走査線（Ｓｃａｎ［ｎ－１］）は、初期化電圧（Ｖｉｎｉｔ）を有機電界
発光素子（ＯＬＥＤ）に印加するように第２スイッチングトランジスタＳ２の動作を制御
する。
【００４３】
　データ線（Ｄａｔａ［ｍ］）は、発光輝度に比例するデータ信号（電圧）を容量性素子
Ｃ１の第２電極及び駆動トランジスタＭ１の制御電極に供給する役割を有する。このよう
なデータ線（Ｄａｔａ［ｍ］）は、データ信号を生成するデータ駆動部１２０（図１参照
）に電気的に連結される。
【００４４】
　高電圧線（ＥＬＶＤＤ）は、高電圧が有機電界発光素子（ＯＬＥＤ）に供給されるよう
にする。このような高電圧線（ＥＬＶＤＤ）は、高電圧を供給する第１電源供給部１４０
（図３参照）または第２電源供給部１５０（図３参照）に連結される。
【００４５】
　低電圧線（ＥＬＶＳＳ）は、低電圧が有機電界発光素子（ＯＬＥＤ）に供給されるよう
にする。このような低電圧線（ＥＬＶＳＳ）は、低電圧を供給する第１電源供給部１４０
（図３参照）または第２電源供給部１５０（図３参照）に連結される。ここで、前記高電
圧は、通常、低電圧に比べてハイレベル（ｈｉｇｈ　ｌｅｖｅｌ）であることができる。
【００４６】
　初期化線（Ｖｉｎｉｔ）は、初期化電圧が容量性素子Ｃ１に印加されるようにする。
【００４７】
　前記初期化電圧は、現在のフレームの一つ前のフレームに容量性素子Ｃ１に保存されて
いた電圧を初期化させる。前記初期化電圧は、第２電源供給部１５０（図３参照）から印
加されることができる。このとき、前記初期化電圧は、前記低電圧と同一な電圧であるこ
とができる。
【００４８】
　第１スイッチングトランジスタＳ１は、第１電極（ドレイン電極またはソース電極）が
データ線（Ｄａｔａ［ｍ］）に電気的に連結され、第２電極（ソース電極またはドレイン
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電極）が駆動トランジスタＭ１の制御電極（ゲート電極）に電気的に連結され、制御電極
が第１走査線（Ｓｃａｎ［ｎ］）に電気的に連結される。このような第１スイッチングト
ランジスタＳ１は、ターンオンされれば、データ信号を容量性素子Ｃ１の第２電極及び駆
動トランジスタＭ１の制御電極に供給する。
【００４９】
　第２スイッチングトランジスタＳ２は、第１電極が初期化線（Ｖｉｎｉｔ）に電気的に
連結され、第２電極が駆動トランジスタＭ１の制御電極に電気的に連結され、制御電極が
第２走査線（Ｓｃａｎ［ｎ－１］）に電気的に連結される。このような第２スイッチング
トランジスタＳ２は、第２走査線（Ｓｃａｎ［ｎ－１］）を介して制御電極にローレベル
の走査信号が印加されれば、ターンオンされ、容量性素子Ｃ１に保存されていた電圧を初
期化させる。
【００５０】
　駆動トランジスタＭ１は、第１電極が高電圧線（ＥＬＶＤＤ）に電気的に連結され、第
２電極が有機電界発光素子（ＯＬＥＤ）のアノードに電気的に連結され、制御電極が第１
スイッチングトランジスタＳ１の第２電極に電気的に連結される。このような駆動トラン
ジスタＭ１は、Ｐ型チャネルトランジスタとして制御電極を介してローレベル（または、
マイナス電圧）のデータ信号が印加されば、高電圧線（ＥＬＶＤＤ）から一定量の電流を
有機電界発光素子（ＯＬＥＤ）の方に供給する役割を有する。前記ローレベル（または、
マイナス電圧）のデータ信号は、容量性素子Ｃ１の第２電極に供給されて容量性素子Ｃ１
を充電させるので、第１スイッチングトランジスタＳ１がターンオフされても一定時間の
間に容量性素子Ｃ１の充電電圧によって駆動トランジスタＭ１の制御電極にローレベル（
または、マイナス電圧）のデータ信号が継続して印加される。
【００５１】
　図３には、本発明の一実施形態による有機電界発光表示装置を示すブロック図が示され
ている。
【００５２】
　図３に示すように、有機電界発光表示装置１００は、有機電界発光表示パネル（パネル
）１３０、第１電源供給部１４０、第２電源供給部１５０、第１スイッチング素子ＳＷ１
及び第２スイッチング素子ＳＷ２を含む。有機電界発光表示装置１００は、さらに、図１
に示された走査駆動部とデータ駆動部等が有機電界発光表示パネル１３０を動作するため
に連結できるが、このような走査駆動部とデータ駆動部は図１で説明したので、図３の図
面には省略されている。以下、第１高電圧端子と第１高電圧はＥＬＶＤＤ１として、第１
低電圧端子と第１低電圧はＥＬＶＳＳ１として、第２高電圧端子と第２高電圧はＥＬＶＤ
Ｄ２として、第２低電圧端子と第２低電圧はＥＬＶＳＳ２としてそれぞれの電圧端子と電
圧は同一な図面符号を用いた。
【００５３】
　パネル１３０は、電源供給部１４０，１５０から電圧（ＥＬＶＤＤ、ＥＬＶＳＳ）が供
給されて、それぞれの画素回路１３１（図１参照）に供給する。それぞれの画素回路１３
１（図２参照）は、高電圧（ＥＬＶＤＤ）と低電圧（ＥＬＶＳＳ）が供給され、高電圧（
ＥＬＶＤＤ）から有機電界発光素子を経由して低電圧（ＥＬＶＳＳ）に駆動電流が流れる
。前記駆動電流は、画素回路１３１（図１参照）に印加されるデータ信号に対応して有機
電界発光素子（ＯＬＥＤ）を発光させる。
【００５４】
　第１電源供給部１４０は、第１高電圧端子（ＥＬＶＤＤ１）と第１低電圧端子（ＥＬＶ
ＳＳ１）がスイッチング素子（ＳＷ１、ＳＷ２）を介してパネル１３０に電気的に連結さ
れる。第１電源供給部１４０は、パネル１３０に第１電源（ＥＬＶＤＤ１、ＥＬＶＳＳ１
）である第１高電圧（ＥＬＶＤＤ１）と第１低電圧（ＥＬＶＳＳ１）を供給する。第１電
源供給部１４０は、パネル１３０が一般的な映像表示モード、すなわち、標準表示モード
に動作する場合には、第２電源供給部１５０から印加される第１イネーブル信号（Ｅｎａ
ｂｌｅ１）が印加されてパネル１３０に電圧を供給する。また、第１電源供給部１４０は
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、パネル１３０が一部分のみ動作する場合のような低電力表示モードに動作する場合には
、パネル１３０に供給する電圧を遮断する。第１電源供給部１４０は、直流電源発生器で
直流直流コンバータ（ＤＣ－ＤＣ　Ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ）を用いることができる。ここで
、携帯用端末機などに採用される有機電界発光表示装置１００は、初期入力電源としてバ
ッテリーなどの低電圧を用いるため、入力電源より高い有機電界発光素子１３１を発光さ
せる電圧を生成するためには、この初期電源を所望電圧に昇圧または減圧する変換を必要
とする。すなわち、有機電界発光素子１３１を発光させるためには、電圧差の大きい第１
高電圧（ＥＬＶＤＤ１）と第１低電圧（ＥＬＶＳＳ１）を同時に生成する構造を有しなけ
ればならなく、このような第１電源供給部１４０は複数の素子で構成されることによって
電力消費量が増加する。このような第１電源供給部１４０は、待機電力（ｑｕｉｅｓｃｅ
ｎｔ　ｃｕｒｒｅｎｔ）が大きいため、パネル１３０が低電力表示モードで動作するとき
はパネル１３０に印加される電力より、待機電力による電力消費が大きい。このような第
１電源供給部１４０は、パネル１３０の表示モードが低電力表示モードであるときに消費
する待機電力の消費を回避するために、標準表示モードにのみ第１電源（ＥＬＶＤＤ１、
ＥＬＶＳＳ１）をパネル１３０に供給する。
【００５５】
　第２電源供給部１５０は、第２高電圧端子（ＥＬＶＤＤ２）と第２低電圧端子（ＥＬＶ
ＳＳ２）がパネル１３０に電気的に連結され、低電力表示モードに第２電源（ＥＬＶＤＤ
２、ＥＬＶＳＳ２）である第２高電圧（ＥＬＶＤＤ２）と第２低電圧（ＥＬＶＳＳ２）を
パネル１３０に供給する。第２電源（ＥＬＶＤＤ２、ＥＬＶＳＳ２）の電圧差は、第１電
源供給部１４０から印加される第１電源（ＥＬＶＤＤ１、ＥＬＶＳＳ１）の電圧差より小
さい。しかし、第２電源供給部１５０は、パネル１３０が部分動作して小電力でも動作す
ることができる低電力表示モードに第２電源（ＥＬＶＤＤ２、ＥＬＶＳＳ２）をパネル１
３０に印加するので、パネル１３０は第２電源（ＥＬＶＤＤ２、ＥＬＶＳＳ２）の電圧差
が小さくても動作することができる。このように低電力表示モードには、第２電源供給部
１５０を利用してパネル１３０に電圧を供給するので、第１電源供給部１４０が動作する
ときに発生される待機電力のような電力の消費を減らすことができる。
【００５６】
　第２電源供給部１５０は、有機電界発光表示装置１００内の駆動集積回路（Ｄｒｉｖｅ
ｒ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ：Ｄｒｉｖｅｒ　ＩＣ）内に形成でき、駆動
集積回路（Ｄｒｉｖｅｒ　ＩＣ）はトランジスタのような単一素子で形成可能なので、パ
ネル１３０と同一基板に集積されて形成できる。このとき、第２電源（ＥＬＶＤＤ２、Ｅ
ＬＶＳＳ２）は、駆動集積回路（Ｄｒｉｖｅｒ　ＩＣ）内のチャージポンプ（Ｃｈａｒｇ
ｅ　Ｐｕｍｐ）を利用して入力電圧である初期電圧（Ｖｉｎ）を昇圧または減圧して生成
することができる。
【００５７】
　第２高電圧（ＥＬＶＤＤ２）は、データ駆動部１２０のガンマ値を調節及び補正するガ
ンマ補正部に印加される電圧と同一な電圧を用いることができる。また、第２低電圧（Ｅ
ＬＶＳＳ２）は、画素回路１３１（図２参照）に印加される初期化電圧（Ｖｉｎｉｔ）と
同一な電圧を用いることができる。また、第２低電圧（ＥＬＶＳＳ２）は、有機電界発光
表示装置１００に形成されたグラウンドリング（ｇｒｏｕｎｄ　ｒｉｎｇ）に連結された
接地（ＧＮＤ）電圧を用いることもできる。このように第２電源供給部１５０の第２電源
（ＥＬＶＤＤ２、ＥＬＶＳＳ２）として、パネル１３０で使用している電圧を利用すれば
、別途のチャージポンプ（Ｃｈａｒｇｅ　Ｐｕｍｐ）を形成しなくても良いので、第２電
源供給部１５０の大きさを減少することができる。または、第２低電圧（ＥＬＶＳＳ２）
は、別途のチャージポンプ（Ｃｈａｒｇｅ　Ｐｕｍｐ）を利用して入力電圧である初期電
圧（Ｖｉｎ）を減圧してさらに低い電圧を生成して用いることもできる。
【００５８】
　一般的に用いられる有機電界発光表示装置は、第１電源供給部１４０からパネル１３０
に印加される第１高電圧（ＥＬＶＤＤ１）が約４．６Ｖであり、第２高電圧（ＥＬＶＳＳ
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１）が約－５．４Ｖとして、２つの電圧差は１０Ｖの差がある。また、第２電源供給部１
５０から生成され、ガンマ補正部に印加される電圧は約４．２Ｖであり、初期化電圧（Ｖ
ｉｎｉｔ）は約－２．０Ｖである。また、第２低電圧（ＥＬＶＳＳ２）は、別途のチャー
ジポンプ（Ｃｈａｒｇｅ　Ｐｕｍｐ）を用いて減圧すれば、－４．０Ｖの電圧を生成する
こともできる。このように生成された電圧において、第２高電圧（ＥＬＶＤＤ２）はガン
マ補正部に印加される電圧（４．２Ｖ）を用いて、第２低電圧（ＥＬＶＳＳ２）は別途の
チャージポンプを用いて生成された電圧（－４．０Ｖ）、初期化電圧（－２．０Ｖ）また
は接地電圧（０Ｖ）を用いることができる。このとき、パネル１３０に印加される第２高
電圧（ＥＬＶＤＤ２）と第２低電圧（ＥＬＶＳＳ２）の電圧差は、第２高電圧（ＥＬＶＤ
Ｄ２）が４．２Ｖであり、第２低電圧（ＥＬＶＳＳ２）が別途のチャージポンプを用いて
生成された電圧（－４．０Ｖ）を用いる場合は８．２Ｖであり、初期化電圧を用いる場合
は６．２Ｖであり、接地電圧を用いる場合は４．２Ｖになる。第２高電圧（ＥＬＶＤＤ２
）と第２低電圧（ＥＬＶＳＳ２）の電圧差は、低電力表示モードにパネル１３０に電圧を
供給するので、第１電源供給部１４０から印加される第１高電圧（ＥＬＶＤＤ１）と第１
低電圧（ＥＬＶＳＳ１）の差の電圧（１０Ｖ）より小さな電圧（８．２Ｖ、６．２Ｖ、４
．２Ｖ）を用いてもパネル１３０を駆動することができる。
【００５９】
　第１スイッチング素子ＳＷ１は、第１電源供給部１４０の第１高電圧端子（ＥＬＶＤＤ
１）とパネル１３０との間に電気的に連結される。第１スイッチング素子ＳＷ１は、パネ
ル１３０が低電力表示モード以外の動作モードである標準表示モードにターンオンされて
第１高電圧（ＥＬＶＤＤ１）をパネル１３０に供給する。このとき、第１スイッチング素
子ＳＷ１は、制御電極が第２電源供給部１５０と電気的に連結され、スイッチング信号Ｓ
Ｗが印加されてパネル１３０が標準表示モードであるときにターンオンされる。
【００６０】
　第２スイッチング素子ＳＷ２は、第１電源供給部１４０の第１低電圧端子（ＥＬＶＳＳ
１）とパネル１３０との間に電気的に連結される。第２スイッチング素子ＳＷ２は、パネ
ル１３０が低電力表示モード以外の動作モードである標準表示モードにターンオンされて
第１低電圧（ＥＬＶＳＳ１）をパネル１３０に伝達する。このとき、第２スイッチング素
子ＳＷ２は、制御電極が第２電源供給部１５０と電気的に連結され、スイッチング信号Ｓ
Ｗが印加されてパネル１３０が標準表示モードであるときにターンオンされ、第１スイッ
チング素子ＳＷ１と同一に動作する。
【００６１】
　第１スイッチング素子ＳＷ１と第２スイッチング素子ＳＷ２は、低電力表示モードにタ
ーンオフされて第２電源供給部１５０で第２電源（ＥＬＶＤＤ２、ＥＬＶＳＳ２）が第１
電源供給部１４０の第１高電圧端子（ＥＬＶＤＤ１）と第１低電圧端子（ＥＬＶＳＳ１）
を介して第１電源供給部１４０に印加されることを遮断する。このような第１スイッチン
グ素子ＳＷ１と第２スイッチング素子ＳＷ２がない場合、低電力表示モードに第２電源供
給部１５０から第２電源（ＥＬＶＤＤ２、ＥＬＶＳＳ２）がパネル１３０に印加されると
き、第１電源供給部１４０の出力端子である第１高電圧端子（ＥＬＶＤＤ１）と第１低電
圧端子（ＥＬＶＳＳ１）を介して、第１電源供給部１４０に第２電源（ＥＬＶＤＤ２、Ｅ
ＬＶＳＳ２）が印加される。しかし、第１電源供給部１４０の第１高電圧端子（ＥＬＶＤ
Ｄ１）と第１低電圧端子（ＥＬＶＳＳ１）が高インピーダンス（ｉｍｐｅｄａｎｃｅ）状
態であれば、第２電源供給部１５０から印加される第２電源（ＥＬＶＤＤ２、ＥＬＶＳＳ
２）が出力端子である第１高電圧端子（ＥＬＶＤＤ１）と第１低電圧端子（ＥＬＶＳＳ１
）を介して第１電源供給部１４０に印加されなくなる。したがって、第１電源供給部１４
０の第１高電圧端子（ＥＬＶＤＤ１）と第１低電圧端子（ＥＬＶＳＳ１）が高インピーダ
ンス（ｉｍｐｅｄａｎｃｅ）状態であれば、第１スイッチング素子ＳＷ１と第２スイッチ
ング素子ＳＷ２を第１電源供給部１４０とパネル１３０との間に電気的に連結しなくても
、第２電源（ＥＬＶＤＤ２、ＥＬＶＳＳ２）が第１電源供給部１４０に印加されることを
遮断することができる。すなわち、第１高電圧端子（ＥＬＶＤＤ１）と第１低電圧端子（
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ＥＬＶＳＳ１）が高インピーダンス（ｉｍｐｅｄａｎｃｅ）状態であれば、第１スイッチ
ング素子ＳＷ１と第２スイッチング素子ＳＷ２を省略しても、第２電源（ＥＬＶＤＤ２、
ＥＬＶＳＳ２）が第１電源供給部１４０に印加されることを遮断することができる。
【００６２】
　図４には、図３の第２電源供給部の構成を示すブロック図が示されている。
【００６３】
　図４に示すように、第２電源供給部１５０は、モード判断部１５１、電源制御部１５２
、電源生成部１５３、ガンマ補正部１５４及びタイミング制御部１５５を含む。
【００６４】
　モード判断部１５１は、パネル１３０と電源制御部１５２との間に連結され、パネル１
３０の表示モードが標準表示モードであるか、または低電力表示モードであるかを判断す
る。前記判断されたモードを電源制御部１５２に伝達する。このとき、モード判断部１５
１は、直前のフレームにおけるパネル１３０の表示モードと、現在のフレームにおけるパ
ネル１３０の表示モードとを比較して前記表示モードが同一である場合に、第１電源供給
部１４０と第２電源供給部１５０は前のフレームと同一に動作するようになる。
【００６５】
　電源制御部１５２は、モード判断部１５１と電源生成部１５３との間に連結され、モー
ド判断部１５１から伝達されるモード信号によって電源生成部１５３に第２イネーブル信
号（Ｅｎａｂｌｅ２）を印加して電源生成部１５３の動作を制御する。このとき、電源制
御部１５２は、第１電源供給部１４０と電気的に連結され、第１電源供給部１４０（図３
参照）に第１イネーブル信号（Ｅｎａｂｌｅ１）を印加して第１電源供給部１４０の動作
を制御する。また、電源制御部１５２は、第１スイッチング素子ＳＷ１（図３参照）と第
２スイッチング素子ＳＷ２（図３参照）の制御電極と電気的に連結され、第１スイッチン
グ素子ＳＷ１と第２スイッチング素子ＳＷ２にスイッチング信号ＳＷを印加して第１スイ
ッチング素子ＳＷ１と第２スイッチング素子ＳＷ２の動作を制御する。
【００６６】
　電源生成部１５３は、昇圧部１５３ａと減圧部１５３ｂとを含む。昇圧部１５３ａは、
初期電源（Ｖｉｎ）を昇圧して第２高電圧（ＥＬＶＤＤ２）を生成し、減圧部１５３ｂは
初期電源（Ｖｉｎ）を減圧して第２低電圧（ＥＬＶＳＳ２）を生成し、第２電源（ＥＬＶ
ＤＤ２、ＥＬＶＳＳ２）をパネル１３０に供給する。電源生成部１５３は、電源制御部１
５２から第２イネーブル信号（Ｅｎａｂｌｅ２）が印加されてパネル１３０の表示モード
が低電力表示モードであるときに動作し、標準表示モードであるときには動作が遮断され
る。
【００６７】
　電源生成部１５３の昇圧部１５３ａから出力される第２高電圧（ＥＬＶＤＤ２）は、ガ
ンマ補正部１５４に印加される。すなわち、第２電源供給部１５０は、ガンマ補正部１５
４に印加される電圧と同一な電圧を第２高電圧（ＥＬＶＤＤ２）に用いて別途の昇圧部を
形成しなくても良いので、第２電源供給部１５０の大きさを減少することができる。電源
生成部１５３の減圧部１５３ｂから出力される第２低電圧（ＥＬＶＳＳ２）は、画素回路
１３１（図２参照）に印加される初期化電圧（Ｖｉｎｉｔ）と同一な電圧、有機電界発光
表示装置１００に形成されたグラウンドリング（ｇｒｏｕｎｄ　ｒｉｎｇ）に連結された
接地（ＧＮＤ）電圧または別途に減圧部１５３ｂで用いて生成した電圧を用いることがで
きる。このとき、第２低電圧（ＥＬＶＳＳ２）は、初期化電圧（Ｖｉｎｉｔ）または接地
（ＧＮＤ）電圧と同一な電圧を用いれば、別途の減圧部１５３ｂを形成しなくても良いの
で、第２電源供給部１５０の大きさを減少することができる。
【００６８】
　なお、電源生成部１５３は、昇圧部１５３ａと減圧部１５３ｂ以外に走査駆動部１１０
（図１参照）、データ駆動部１２０（図１参照）及びパネル１３０に印加される電圧を生
成する別途の昇圧部と減圧部をさらに含むことができる。
【００６９】
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　ガンマ補正部１５４は、電源生成部１５３とデータ駆動部１２０との間に連結され、電
源生成部１５３から第２高電圧（ＥＬＶＤＤ２）が印加され、データ駆動部１２０から印
加されるデータ電圧（Ｄａｔａ＿ｉｎ）のガンマ値を補正して補正されたデータ電圧（Ｄ
ａｔａ＿ｏｕｔ）をデータ駆動部１２０に出力する。
【００７０】
　タイミング制御部１５５は、有機電界発光表示装置１００の走査駆動部１１０、データ
駆動部１２０、パネル１３０及び電源供給部１４０，１５０と連結される。タイミング制
御部１５５は、同期信号（Ｓｙｎｃ）を生成して走査駆動部１１０、データ駆動部１２０
、パネル１３０及び電源供給部１４０，１５０に同期信号（Ｓｙｎｃ）を供給する。同期
信号（Ｓｙｎｃ）は、走査駆動部１１０、データ駆動部１２０、パネル１３０及び電源供
給部１４０，１５０に同一の時間に一フレームのスタートを知らせる信号である。
【００７１】
　図５は、本発明の他の実施形態による有機電界発光表示装置の電源供給方法を示したフ
ローを示す。
【００７２】
　図５に示すように、本発明の実施形態による有機電界発光表示装置１００の電源供給方
法は、表示モード比較段階Ｓ１、表示モード判断段階Ｓ２、第２電源供給段階Ｓ３１、第
１電源遮断段階Ｓ４１、第１電源供給段階Ｓ３２及び第２電源遮断段階Ｓ４２を含む。こ
こで、第２電源供給段階Ｓ３１と第１電源遮断段階Ｓ４１は、表示モード判断段階Ｓ２で
表示モードが標準表示モードから低電力表示モードに変更されたときの電源供給手順であ
り、第１電源供給段階Ｓ３２と第２電源遮断段階Ｓ４２は表示モード判断段階Ｓ２で表示
モードが低電力表示モードから標準表示モードに変更されたときの電源供給手順である。
このとき、第２電源供給段階Ｓ３１、第１電源遮断段階Ｓ４１、第１電源供給段階Ｓ３２
及び第２電源遮断段階Ｓ４２は、走査駆動部１１０、データ駆動部１２０、パネル１３０
及び電源供給部１４０，１５０に同一な時間に一フレームのスタートを知らせる信号であ
る同期信号（Ｓｙｎｃ）が印加される期間に行われ、この期間は、パネル１３０にデータ
信号が印加される期間以外の期間Ｔ１１，Ｔ２１（図６ａ及び図６ｂ参照）である。
【００７３】
　表示モード比較段階Ｓ１では、パネル１３０の現在の表示モードが前のフレーム（以前
フレーム）の表示モードと同一な表示モードであるかどうかを比較する。このとき、以前
フレームと同一な表示モードの場合には、以前フレームと同一な電源が繰り返し供給され
る。また、以前フレームと同一な表示モードではない場合には、次の処理段階である表示
モード判断段階Ｓ２に移る。
【００７４】
　表示モード判断段階Ｓ２では、パネル１３０の表示モードが標準表示モードから低電力
表示モードに変更された場合、第２電源供給段階Ｓ３１に処理が移るようになり、低電力
表示モードから標準表示モードに変更された場合、第１電源供給段階Ｓ３２に処理が移る
。すなわち、パネル１３０の表示モードが低電力表示モードに変更された場合には、第２
電源供給部１５０を介してパネル１３０に電源を供給し、標準表示モードに変更された場
合には第１電源供給部１４０を介してパネル１３０に電源を供給する。
【００７５】
　第２電源供給段階Ｓ３１では、表示モード判断段階Ｓ２からパネル１３０の表示モード
が標準表示モードから低電力表示モードに変更されたと判断されば、第２電源供給部１５
０は第２イネーブル信号（Ｅｎａｂｌｅ２）が印加されてオンされ、パネル１３０に第２
電源（ＥＬＶＤＤ２、ＥＬＶＳＳ２）を供給する。第２電源供給段階Ｓ３１が進行される
以前フレームには、パネル１３０の表示モードが標準表示モードだったので、パネル１３
０には第１電源供給部１４０から第１電源（ＥＬＶＤＤ１、ＥＬＶＳＳ１）が印加されて
いる。よって、第２電源供給部１５０から第２電源（ＥＬＶＤＤ２、ＥＬＶＳＳ２）がパ
ネル１３０に印加されば、第１電源供給部１４０から印加される第１電源（ＥＬＶＤＤ１
、ＥＬＶＳＳ１）と第２電源供給部１５０から印加される第２電源（ＥＬＶＤＤ２、ＥＬ
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ＶＳＳ２）とがショート（ｓｈｏｒｔ）される。このとき、前記ショート（ｓｈｏｒｔ）
によって第１電源供給部１４０から印加される第１電源（ＥＬＶＤＤ１、ＥＬＶＳＳ１）
で第２電源供給部１５０から印加される第２電源（ＥＬＶＤＤ２、ＥＬＶＳＳ２）に電圧
変化が行われ、パネル１３０に印加される電圧がショート（ｓｈｏｒｔ）によって小さく
変更されるので、電圧変化による画面異常を防止することができる。
【００７６】
　第１電源遮断段階Ｓ４１では、第１電源供給部１４０から印加される第１電源（ＥＬＶ
ＤＤ１、ＥＬＶＳＳ１）と第２電源供給部１５０から印加される第２電源（ＥＬＶＤＤ２
、ＥＬＶＳＳ２）とが第２電源供給段階Ｓ３１でショートされた後に第１電源供給部１４
０をオフさせる。第１電源遮断段階Ｓ４１は、第１電源供給部１４０をオフさせる第１電
源供給部オフ段階Ｓ４１ａと、第１スイッチング素子ＳＷ１および第２スイッチング素子
ＳＷ２をオフさせるスイッチング素子オフ段階Ｓ４１ｂとを含む。スイッチング素子オフ
段階Ｓ４１ｂは、第１電源供給部１４０とパネル１３０との間に電気的に連結されたスイ
ッチング素子（ＳＷ１、ＳＷ２）がターンオフされて第２電源供給部１５０から第２電源
（ＥＬＶＤＤ２、ＥＬＶＳＳ２）がパネル１３０に印加されるときに第１電源供給部１４
０に漏洩電流（ｌｅａｋａｇｅ　ｃｕｒｒｅｎｔ）が流れることを遮断することができる
。また、スイッチング素子オフ段階Ｓ４１ｂは、第１電源供給部オフ段階Ｓ４１ａ以後に
一フレームのデータ信号がパネル１３０に印加された後に行われる。このとき、第１電源
供給部オフ段階Ｓ４１ａとスイッチング素子オフ段階Ｓ４１ｂとの間には、パネル１３０
に一フレームのデータ信号が入力されるが、このとき、パネル１３０全体にブラックイメ
ージのデータ信号を印加すれば、表示モードが変更されるときに電圧変化によってパネル
１３０の画面異常を防止することができる。
【００７７】
　第１電源供給段階Ｓ３２では、表示モード判断段階Ｓ２からパネル１３０の表示モード
が低電力表示モードから標準表示モードに変更されたと判断されば、第１電源供給部１４
０は第１イネーブル信号（Ｅｎａｂｌｅ１）が印加されてオンされ、第１スイッチング素
子ＳＷ１と第２スイッチング素子ＳＷ２とがオンされてパネル１３０に第１電源（ＥＬＶ
ＤＤ１、ＥＬＶＳＳ１）を供給する。第１電源供給段階Ｓ３２は、第１電源供給部１４０
をオンさせる第１電源供給部オン段階Ｓ３２ａと、第１スイッチング素子ＳＷ１および第
２スイッチング素子ＳＷ２をオンさせるスイッチング素子オン段階Ｓ３２ｂとを含む。第
１電源供給部オン段階Ｓ３２ａでは、第１電源供給部１４０は第１イネーブル信号（Ｅｎ
ａｂｌｅ１）が印加されることによりオンされて第１スイッチング素子ＳＷ１と第２スイ
ッチング素子ＳＷ２で第１電源（ＥＬＶＤＤ１、ＥＬＶＳＳ１）を印加する。スイッチン
グ素子オン段階Ｓ３２ｂは、第１電源供給部１４０とパネル１３０との間に電気的に連結
されたスイッチング素子（ＳＷ１、ＳＷ２）がターンオンされてパネル１３０に第１電源
供給部１４０から印加される第１電源（ＥＬＶＤＤ１、ＥＬＶＳＳ１）を供給する。また
、スイッチング素子オン段階Ｓ３２ｂは、第１電源供給部オン段階Ｓ３２ａ以後に一フレ
ームのデータ信号がパネル１３０に印加された後に行われる。このとき、第１電源供給部
オン段階Ｓ３２ａとスイッチング素子オン段階Ｓ３２ｂとの間には、パネル１３０に一フ
レームのデータ信号が入力されるが、このとき、パネル１３０全体にブラックイメージの
データ信号を印加すれば、表示モードが変更されるときに電圧変化によってパネル１３０
の画面異常を防止することができる。第１電源供給段階Ｓ３２が進行される以前フレーム
には、パネル１３０の表示モードが低電力表示モードだったので、パネル１３０には第２
電源供給部１５０から第２電源（ＥＬＶＤＤ２、ＥＬＶＳＳ２）が印加されている。よっ
て、第１電源供給部１４０から第１電源（ＥＬＶＤＤ１、ＥＬＶＳＳ１）がパネル１３０
に印加されば、第２電源供給部１５０から印加される第２電源（ＥＬＶＤＤ２、ＥＬＶＳ
Ｓ２）と第１電源供給部１４０から印加される第１電源（ＥＬＶＤＤ１、ＥＬＶＳＳ１）
がショート（ｓｈｏｒｔ）される。このとき、ショート（ｓｈｏｒｔ）によって第２電源
供給部１５０から印加される第２電源（ＥＬＶＤＤ２、ＥＬＶＳＳ２）で第１電源供給部
１４０から印加される第１電源（ＥＬＶＤＤ１、ＥＬＶＳＳ１）に電圧変化が行われ、パ
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ネル１３０に印加される電圧がショート（ｓｈｏｒｔ）によって小さく変更されるので、
電圧変化による画面異常を防止することができる。
【００７８】
　第２電源遮断段階Ｓ４２では、第１電源供給部１４０から印加される第１電源（ＥＬＶ
ＤＤ１、ＥＬＶＳＳ１）と第２電源供給部１５０から印加される第２電源（ＥＬＶＤＤ２
、ＥＬＶＳＳ２）が第１電源供給段階Ｓ３２からショートされた後に第２電源供給部１５
０をオフさせて第２電源（ＥＬＶＤＤ２、ＥＬＶＳＳ２）がパネル１３０に印加されるこ
とを遮断する期間である。第２電源遮断段階Ｓ４２では、第１電源供給段階Ｓ３２で第１
電源供給部１４０から印加される第１電源（ＥＬＶＤＤ１、ＥＬＶＳＳ１）と第２電源供
給部１５０から印加される第２電源（ＥＬＶＤＤ２、ＥＬＶＳＳ２）がショートされた後
に、第２電源供給部１５０をオフさせるので、電圧変更による画面異常を阻むことができ
る。
【００７９】
　図６ａないし図６ｂには、図３の有機電界発光表示装置の電源供給方法に関するタイミ
ング図が示されている。前記有機電界発光表示装置のタイミング図は、図５の有機電界発
光表示装置の電源供給方法を示した手順図であり、第２電源供給段階Ｓ３１、第１電源遮
断段階Ｓ４１、第１電源供給段階Ｓ３２及び第２電源遮断段階Ｓ４２を示したタイミング
図である。このとき、図６ａの有機電界発光表示装置のタイミング図は、第２電源供給段
階Ｓ３１と第１電源遮断段階Ｓ４１を示したタイミング図であり、図６ｂの有機電界発光
表示装置のタイミング図は第１電源供給段階Ｓ３２と第２電源遮断段階Ｓ４２を示したタ
イミング図である。
【００８０】
　図６ａに示すように、有機電界発光表示装置のタイミング図において、一フレーム（１
ｆｒａｍｅ）は同期信号入力期間（Ｔ１１ａ）とデータ信号入力期間（Ｔ１２ａ）とを含
む。同期信号入力期間（Ｔ１１ａ、Ｔ２１ａ）は、走査駆動部１１０、データ駆動部１２
０、パネル１３０及び電源供給部１４０，１５０に同一な時間に一フレームのスタートを
知らせる信号である同期信号（Ｓｙｎｃ）が印加される期間である。データ信号入力期間
（Ｔ１２ａ、Ｔ２２ａ）は、パネル１３０にデータ信号が印加されてパネル１３０の画素
回路１３１が動作して有機電界発光素子（ＯＬＥＤ）が発光する期間である。第２電源供
給段階Ｓ３１と第１電源遮断段階Ｓ４１は、全部同期信号入力期間（Ｔ１１ａ、Ｔ２１ａ
）に行われる。
【００８１】
　先ず、パネル１３０の表示モードが標準表示モードから低電力表示モードに変更されれ
ば、第１期間（Ｔ１ａ）が経過された後に第１電源供給部１４０から印加された第１電源
（ＥＬＶＤＤ１、ＥＬＶＳＳ１）が遮断される。このとき、第１期間（Ｔ１ａ）の間、第
２電源供給部１５０がオンされてパネル１３０に第２電源（ＥＬＶＤＤ２、ＥＬＶＳＳ２
）を印加する。すなわち、第２電源供給部１５０から第２電源（ＥＬＶＤＤ２、ＥＬＶＳ
Ｓ２）がパネル１３０に印加された後に第１電源供給部１４０から印加された第１電源（
ＥＬＶＤＤ１、ＥＬＶＳＳ１）が遮断されて第２期間（Ｔ１ｂ）の間に第１電源供給部１
４０の第１電源（ＥＬＶＤＤ１、ＥＬＶＳＳ１）と第２電源供給部１５０の第２電源（Ｅ
ＬＶＤＤ２、ＥＬＶＳＳ２）がパネル１３０に同時に印加される。このとき、第１電源供
給部１４０から印加される第１電源（ＥＬＶＤＤ１、ＥＬＶＳＳ１）で第２電源供給部１
５０から印加される第２電源（ＥＬＶＤＤ２、ＥＬＶＳＳ２）に電圧変化が行われ、パネ
ル１３０に印加される電圧が小さく変更されるので、電圧変化による画面異常を防止する
ことができる。
【００８２】
　パネル１３０の表示モードが標準表示モードから低電力表示モードに変更された後に一
フレーム（１ｆｒａｍｅ）が経った後、第３期間（Ｔ１ｃ）が経過された後にスイッチン
グ素子（ＳＷ１、ＳＷ２）がターンオフされる。スイッチング素子（ＳＷ１、ＳＷ２）が
ターンオフされて第２電源供給部１５０から第２電源（ＥＬＶＤＤ２、ＥＬＶＳＳ２）が
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パネル１３０に印加されるときに第１電源供給部１４０に漏洩電流（ｌｅａｋａｇｅ　ｃ
ｕｒｒｅｎｔ）が流れることを遮断することができる。このとき、一フレーム（１ｆｒａ
ｍｅ）のデータ信号入力期間（Ｔ１２ａ）にブラックイメージのデータ信号を印加すれば
、表示モードが変更されるときに電圧変化によってパネル１３０の画面異常を防止するこ
とができる。
【００８３】
　図６ｂに示すように、有機電界発光表示装置のタイミング図は、一フレーム（１ｆｒａ
ｍｅ）が同期信号入力期間（Ｔ１１ｂ）とデータ信号入力期間（Ｔ１２ｂ）とを含む。同
期信号入力期間（Ｔ１１ｂ、Ｔ２１ｂ）は、走査駆動部１１０、データ駆動部１２０、パ
ネル１３０及び電源供給部１４０，１５０に同一な時間に一フレームのスタートを知らせ
る信号である同期信号（Ｓｙｎｃ）が印加される期間である。データ信号入力期間（Ｔ１
２ｂ、Ｔ２２ｂ）は、パネル１３０にデータ信号が印加されてパネル１３０の画素回路１
３１が動作して有機電界発光素子（ＯＬＥＤ）が発光する期間である。第１電源供給段階
Ｓ３２と第２電源遮断段階Ｓ４２は、全部同期信号入力期間（Ｔ１１ｂ、Ｔ２１ｂ）に行
われる。
【００８４】
　先ず、パネル１３０の表示モードが低電力表示モードから標準表示モードに変更されれ
ば、第１期間（Ｔ２ａ）が経過された後に第１電源供給部１４０がターンオンされて第１
電源（ＥＬＶＤＤ１、ＥＬＶＳＳ１）がスイッチング素子（ＳＷ１、ＳＷ２）に印加され
る。このとき、スイッチング素子（ＳＷ１、ＳＷ２）は、ターンオフされていてパネル１
３０には第１電源供給部１４０の第１電源（ＥＬＶＤＤ１、ＥＬＶＳＳ１）が供給されな
い。
【００８５】
　パネル１３０の表示モードが低電力表示モードから標準表示モードに変更された後に一
フレーム（１ｆｒａｍｅ）が経った後、第３期間（Ｔ２ｃ）が経過された後にスイッチン
グ素子（ＳＷ１、ＳＷ２）がターンオンされる。すなわち、パネル１３０の表示モードが
低電力表示モードから標準表示モードに変更された後に一フレーム（１ｆｒａｍｅ）と、
第３期間（Ｔ２ｃ）が経過された後に第１電源供給部１４０の第１電源（ＥＬＶＤＤ１、
ＥＬＶＳＳ１）がパネル１３０に供給される。このとき、一フレーム（１ｆｒａｍｅ）の
データ信号入力期間（Ｔ１２ｂ）にブラックイメージのデータ信号を印加すれば、表示モ
ードが変更されるときに電圧変化によってパネル１３０の画面異常を防止することができ
る。また、第３期間（Ｔ２ｃ）で、第４期間（Ｔ２ｄ）が経過された後に第２電源供給部
１５０からパネル１３０に印加された第２電源（ＥＬＶＤＤ２、ＥＬＶＳＳ２）が遮断さ
れる。すなわち、第１電源供給部１４０から第１電源（ＥＬＶＤＤ１、ＥＬＶＳＳ１）が
パネル１３０に印加された後、第２電源供給部１５０から印加された第２電源（ＥＬＶＤ
Ｄ２、ＥＬＶＳＳ２）が遮断されるので、第４期間（Ｔ２ｄ）の間は第１電源供給部１４
０の第１電源（ＥＬＶＤＤ１、ＥＬＶＳＳ１）と第２電源供給部１５０の第２電源（ＥＬ
ＶＤＤ２、ＥＬＶＳＳ２）がパネル１３０に同時に印加される。このとき、第２電源供給
部１５０から印加される第２電源（ＥＬＶＤＤ２、ＥＬＶＳＳ２）で第１電源供給部１４
０から印加される第１電源（ＥＬＶＤＤ１、ＥＬＶＳＳ１）に電圧変化が行われ、パネル
１３０に印加される電圧が小さく変更されるので、電圧変化による画面異常を防止するこ
とができる。
【００８６】
　以上、本発明は、有機電界発光表示装置を実施するための一実施形態に過ぎず、上述し
た特定の好適な実施例に限定されるものではなく、特許請求範囲から請求する本発明の基
本概念に基づき、当該技術分野における通常の知識を有する者であれば、様々な実施変形
が可能であり、そのような変形は本発明の特許請求範囲に属するものである。
【図面の簡単な説明】
【００８７】
【図１】本発明による有機電界発光表示装置の基本構成を示すブロック図である。
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【図２】図１の有機電界発光表示装置の画素回路が示されている。
【図３】本発明の一実施形態による有機電界発光表示装置を示すブロック図である。
【図４】図３の第２電源供給部の構成を示すブロック図である。
【図５】本発明の他の実施形態による有機電界発光表示装置の電源供給方法を示した手順
図である。
【図６ａ】図３の有機電界発光表示装置の電源供給方法に関するタイミング図である。
【図６ｂ】図３の有機電界発光表示装置の電源供給方法に関するタイミング図である。
【符号の説明】
【００８８】
１００　有機電界発光表示装置、
１１０　走査駆動部、
１２０　データ駆動部、
１３０　有機電界発光表示パネル、
１３１　画素（Ｐｉｘｅｌ）、
１４０　第１電源供給部、
１５０　第２電源供給部。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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